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『せんかわアート展２０２３』を開催しました 
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毎年好評を博している『せんかわアート展』。今回も、武蔵野プレイスのギャラリーを舞

台とした会場展示と、ホームページ上での公開と、２つの方法で利用者の日々の活動の発

表の場としました。せんかわアート展に向けて制作に励む姿、作品を見て触って感じる

姿、参加の仕方は十人十色。それぞれのせんかわアート展を楽しむことができました。 
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千川作業所でのアート活動について 

千川作業所では、東京芸術大学で学ばれ、数々の福祉施設等で講師を

務める、上杉昭子氏を毎週火曜に講師として招き、アート活動をして

います。活動では、個人作品としてひとりで絵を描いて一つの作品を

作り上げることもあれば、共同作品として複数人で一つの作品を作り

上げることもあります。 

今年度の夏は、上杉講師の提案で、花火やうちわをテ

ーマに作品を制作しました。うちわは厚紙を丸く切り

抜くところから始めました。鉛筆で書かれた線にそっ

て、利用者がハサミで切り取りました。その後、折り

たたんだ折り紙に様々な切り込みをいれて、花のよう

な、あるいは花火のような形の飾りを作りました。ハ

サミでの細かい作業が必要で難しい工程でしたが、職

員が線を引き、切る場所を指定することで細かいとこ

ろも利用者自身で切ることができました。ハサミの扱

いが難しい場合は職員が代行し、切り絵をのりで貼っ

たり、シールをはがして貼る工程にとりくみました。 

 

コンクールへの応募 ～ グッズデザインコンクール入賞 ～ 
 

千川作業所のアート活動で利用者が制作した作品は、日本財団

DIVERSITY IN THE ART公募展や、きょうされんグッズデザイ

ンコンクールに応募しています。 

今年度の日本財団 DIVERSITY IN THE ART公募展では、昨年

入賞された方の作品が、二次審査までいきましたが、惜しくも受

賞とはなりませんでした。 

きょうされんグッズデザインコンクールでは、１名の利用者が

入賞され、グッズ化されることが決まりました。その利用者の受

賞は数年ぶりでしたが、久しぶりの受賞を一緒に喜びました。入

賞した作品は、段ボールの表面をはがし、波状になった素材にク

レヨンで着彩したものでした。凹凸のない紙に色を塗るのとは違

って、デコボコした素材に塗ることは、感覚として難しかったと

思いますが、力強く色を塗ることができていました。その後、色

を塗った段ボールをハサミでいろいろな大きさに切って、船になるパーツを作っていきま

した。絵を描くのが得意でさまざまな作品を制作した経験がある利用者なので、資料を見

なくても船の形に段ボール材を貼り合わせていたのが印象的でした。 

千川作業所のアート活動とアート展 

【「森」 伊藤淳之介 

：日本財団公募展 

一次審査通過作品】 

【夏のうちわ：制作の様子】 
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今回の受賞で、千川作業所利用者の作品入賞は 3年連

続となりました。第 15回きょうされんグッズデザイン

コンクールでは、２４７か所の事業所から１,７０３点の

作品応募があったそうです。たくさんの応募があったな

か、事業所として連続して入賞となったことを誇りに感

じます。この快挙は、アート活動の上杉講師による指導

の賜物であり、利用者のセンスや日々の頑張りによるも

のだと思います。もちろん、受賞することが全てではあ

りません。ただ、利用者の頑張りが目に見える形で多く

の方に認められたことは、とてもうれしく思います。 

 

せんかわアート展２０２３ ～WEB でまだまだ開催中～ 

２月にせんかわアート展２０２３を開催しました。今年度も、武蔵野プレイスギャラリー

を借りて展示会を行い、ホームページ上でも作品展示を行いました。ギャラリー展示１日

目は快晴で、１００名近くの方にご来場いただきました。２日目は、あいにくの大雪で、

来られなかった方が多くいらっしゃったかもしれませんが、約６０名の方に作品を見てい

ただくことができました。 

せんかわアート展では、千川作業所の作品だけでなく、ワークイン中町やななほしワーク

ス、千川おひさま幼児教室、千川さくらっこクラブ、千川さくらんぼクラブの活動で制作

した作品も展示しました。 

また、毎年、法人利用者からの応募作品も展示していますが、今年度も、１９名の方から

３５もの作品を提供していただきました。年々多くの利用者に作品を提供していただける

ようになり、作品発表の場として多くの利用者が楽しみにしていることを感じます。利用

者が達成感や喜びを感じられる場として、今後もせんかわアート展を続けていきたいと思

います。 

せんかわアート展オンラインでは引き続き、利用者の作品をご覧いただくことができま

す。場所に限りがありギャラリーで展示できなかった作品もホームページにはございます

ので、ご来場いただいた方にも楽しんでいただけるかと思います。 

 

文責：石橋 聡美（千川作業所） 

【「船に乗りたい」 近藤隆大 

：グッズデザインコンクール入賞】 

【せんかわアート展２０２３：ギャラリー展示の様子】 
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せんかわアート展２０２３ホームページ 

【https://www.musashino-senkawa.com/art/】 

 

 

 

＜  生 活 介 護 事 業 所  ＞        

◆ 千 川 作 業 所  〒180-0011  武蔵野市八幡町 4 －2 8 －1 3  TEL 0422(55)3826 

◆ ワ ー ク イ ン 中 町  〒180-0006  武 蔵 野 市 中 町 2 － 6 － 5  TEL 0422(27)7519 

◆ な な ほ し ワ ー ク ス  〒180-0022  武蔵野市境 2 －１１－3 －1 0 1  TEL 0422(38)8083 

＜ 就 労 支 援 事 業 所 ＞       

◆ チ ャ レ ン ジ ャ ー   〒180-0023  武蔵野市境南町 4 － 2 0 － 5  TEL 0422(30)3010 

◆ ワ ー ク イ ン 関 前  〒180-0014  武蔵野市関 前 3 － 4 1 － 1 6  TEL 0422(37)6266 

◆ 武 蔵 境 ワ ー キ ン グ セ ン タ ー  〒180-0023  武蔵野市境南町 3 － 1 0 － 1  TEL 0422(33)1708 

◆ 八 幡 作 業 所  〒180-0011  武 蔵 野 市 八 幡 町 4 － 5 － 5  TEL 0422(27)8390 

◆ 武蔵野市障害者就労支援センターあいる   〒180-0023   武蔵野市境南町 2－5 －8 －1 0 2   TEL 0422(26)1855 

＜ショートステイ／ミドルステイ／自立生活体験事業＞      

◆ 桜 は う す ・ 今 泉  〒180-0021  武 蔵 野 市 桜 堤 1 － 5 － 1  TEL 0422(54)1187 

◆ 井 の 頭 は う す   〒180-0003   武蔵野市吉祥寺南町 4－2 1 －1 7   TEL 0422(46)7707 

＜児童発達支援事業＞＜放課後児童健全育成事業＞＜放課後等デイサービス事業＞     

◆ 千 川 お ひ さ ま 幼 児 教 室  

〒180-0011 
 

 

武蔵野市八幡町 4 －2 8 －1 3 
 

 

TEL 0422(51)4008 
 ◆ 千 川 さ く ら っ こ ク ラ ブ    

◆ 千 川 さ く ら ん ぼ ク ラ ブ  〒180-0011  武蔵野市八幡町2-5-3 北ホール１階  TEL 080(5458)9175 

＜共同生活援助（グループホーム）＞                  

◆ 天 の 甍 寮  ◆ 第 一 桜 寮  ◆ 第 二 桜 寮  ◆ 境 南 葵 寮  ◆ 吉 祥 寺 泉 寮  ◆ 関 前 上 水 寮       

◆ 相 談 支 援 事 業 所  せ ん か わ             

＜発行人＞ 特定非営利活動法人 障害者団体定期刊行物協会 東京都世田谷区祖師谷３－１－１７－１０２ TEL 03(6277)9611  

＜編集人＞ 社 会 福 祉 法 人 武 蔵 野 千 川 福 祉 会 東京都武蔵野市境南町 4－20－5 TEL 0422(30)0022 定価 50 円 

【重要なお知らせ】 

「せんかわアート展」開催のお知らせが行き届かず、日程に

関するお問合せをいただくことがありました。これにより、

会場にお越しいただくことができなかった方に、深くお詫び

申し上げます。 

ホームページ上で公開している『せんかわアート展２０２３

オンライン』の公開期間を３月３１日まで延長いたしました。

左の QR コード、下記 URL からご覧いただけます 

「    」やコメントで作者へのエールもお願いいたします。 


